
第44号
2026年10月

社 会 福 祉 法 人

大村子供の家80周年記念式典開催

9月29日に大村市内会場にて80周年記念式典を開催し、500
名近くのお客様にお集まりいただきました。戦後、満州から
佐世保に引き揚げた加藤登紀子さんを特別ゲストにお招きし、
「私の戦後史」というテーマで講演＋歌を数曲歌っていただ
きました。

歴史研究者の本庄豊先生からは佐世保引揚孤児を保護した
大村子供の家の歴史を辿る基調講演をいただき、最後に「現
在・未来の社会的養護を想像する」というテーマで、社会的
養護分野でご活躍される先生方とのパネルディスカッション
を実施。その他、大村子供の家の若手職員が作成した記念映
像や記念誌を来場者にご覧いただき、中には感動の涙を流す
かたもいらっしゃいました。

命名： めい と さつき

ゲストはさることながら、今回の式典の陰の立役者は20代の若い大村子供の家職員たちでした。加藤登紀子さん
のピアノ伴奏を務めたS先生、プロ顔負けの圧巻のパフォーマンスで会場を盛り上げてくれました。記念誌はT先生、
記念映像はY先生、それぞれの才能を活かし、先人達の想いをうまく形にしてくれました。

佐世保引揚から80年、当時を知る人々から貴重なお話を聞ける機会が減りつつある中、記録として残し、後世に
伝えていく役目を我々は担っています。その役目を若い職員が率先して担って
くれたことは嬉しく、また頼もしくもあります。
また今回、大学の先生方や出版社のご協力を得て、大村子供の家の「引揚孤児
関係資料集成」という本を出版いただきました。
こちらについても厚く御礼申し
あげます。
過去の史実を知ることで、未来
を想像することにも繋がるよう
な気がしております。
過去の先人の想いを大切にしな
がら、時代の変化に応じて、
地域児童福祉に貢献してまいり
たいと思います。
引き続き、大村子供の家の事業
へのご理解とご協力を何卒よろ
しくお願い申し上げます。

ついに子ヤギの名前が決まりました！「めい」の投票が最も多く、茶
色のブチが入ったヤギを「めい」と命名（メイメイ）し、投票途中か
ら急遽飼うことになった白ヤギを「となりのトトロ」の登場キャラに
ちなんで、「さつき」と命名することとなりました。2匹とも広く
なったヤギ小屋でのびのびと成長しています。
これから大村子供の家の「癒し系アイドル」として活躍してくれる
ことでしょう。新参者ではございますが、めいとさつきを今後ともよ
ろしくお願いします。

世界の国からこんにちは
～公益財団法人SBI子ども希望財団 海外体験プログラムに参加して～

編集後記

夏の厳しい暑さが嘘のように9月に入った途端、朝夕の涼しさを感じるよ
うになりました。10月になると涼しいというより肌寒さを覚えるほどですが、
日中はまだ日差しが強く、朝夕との気温差に毎日の服装選びに悩まされる
今日この頃です。

季節の変わり目は、体調の崩しやすい時期でもあります。職員や子供た
ちの中にも体調を崩してしまう人が見られるようになりました。皆さまもどう
ぞ体調管理に気を配りながら、深まりゆく秋の訪れを楽しんでお過ごしくだ
さい。 M．M
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10月・・・13日子供の家 監査、９日ミニ運動会（ホーム）、15日富の原小学校5年4組訪問（ランド）、
28日～29日職員関西研修
30日ハロウィン（ホーム）、31日運動会（ランド）

11月・・・2日運動会予備日（ランド）、7日歩こう会（子家）、15日出島ロータリークラブ施設対抗スポレク（子家）
21日法人秋祭り

12月・・・11日～12日第三者評価（子家）、24日終業式

私は公益財団法人SBI子ども希望財団様のご招待により、大村子供の家か
らオーストラリアへ行ってきました。全国から集まった高校生たちと初めて
空港で対面した時は、「みんなと仲良くなれるかな」「英語でうまく話せる
かな」と緊張と不安でドキドキしていました。しかし、そんな心配はすぐに
吹き飛びました。みんなとても優しく親切だったのですぐに打ち解け、意気
投合することができ、一気にこれから始まる研修が楽しみになりました。
現地でのホストファミリーとの生活では、日本との文化や生活習慣の違い

に毎日驚かされることばかりでした。渡航前の私は英語を話すことに強い苦
手意識があり、現地に着いた当初も思うように言葉が出てこず、悔しい思い
をすることがありました。それでも「自分の思いを伝えたい」という一心で、
拙い英語でも積極的に話しかけ交流を深めました。完璧な英語でなくても、
笑顔や身振り手振りを交えながら相手に誠実に向き合うことで、しっかりと
心を通わせることができた瞬間は本当に嬉しく、大きな自信に繋がりました。
また、現地の綺麗な街並みや歴史ある駅、豊かな自然を自分の目でじっく

りと見たことも、一生忘れられない大切な思い出です。実際にオーストラリ
アの街を歩きながら「すごい！」「景色が本当に綺麗！」と仲間たちと盛り
上がりました。言葉が通じない異国の地で過ごす緊張感もありましたが、グ
ループの仲間同士で声を掛け合って助け合うことで、自分から一歩踏み出す
勇気を持つことの大切さを身をもって学ぶことができました。
私には将来、JR九州の電車の運転士になり、多くの人々に安全と安心、そ

して感動を届けられるプロフェッショナルになるという大きな夢があります。
今回のオーストラリア研修で学んだ「失敗を恐れずに挑戦する気持ち」や
「言葉や文化を超えて人に寄り添う大切さ」は、夢に向かって進む私の背中
を強く押してくれる、大きな糧になりました。近年、九州には多くの外国人
観光客が訪れています。もし将来、困っている海外のお客さまがいたら、今
回の研修で現地の方々に助けてもらった経験を思い出し、今度は私が真っ先
に寄り添いたいと思います。 このような素晴らしい体験の機会を与えてくださった公益財団法人SBI子

ども希望財団の皆様、そして研修に関わってくださったすべての皆様に心
から感謝申し上げます。
今回の経験をこれからの人生に活かし、夢の実現に向けてこれからも様々
なことに挑戦していきたいと思います。また、この研修で得た学びや出会
いを大切にし、これからの自分の成長につなげていきたいです。そして、
今回支えてくださった皆様への感謝の気持ちを忘れず、一歩ずつ夢に向か
って努力を重ねていきたいと思います。
貴重な機会を本当にありがとうございました。



おおむら
放課後児童クラブ

プラス

ｂ＆ｇおおむら
新体制から数ヶ月、一年生も学校生活にも慣れ、ｂ＆ｇおおむらの生活にもなじんできた時期に迎える夏休み。７月

にはディキャンプ・８月にはプール遊び・工場見学・地域連携駆込み防犯訓練と猛暑の中、子ども達は学びと遊びを十
分に楽しみました。ですが、気温が高く日中外遊びに制限をかけなければいけなく、子ども達はミーティングにて
一日のスケジュールを決め「どうしたら、この夏を楽しく生活できるか」など自分たちに出来ることを探し、４年生が皆
を引っ張ってくれました。
沢山の成長がみられるなか、９月１日から楽しかった思い出を胸に２学期スタート。夏休みで気持ちが緩んでしまっ
た分を、リセットしつつ子ども達は毎日頑張っています。次のイベントは、収穫の秋となるといいなと思います。
収穫体験が出来る事
を願い、子ども達の
成長を期待していき
ます。

ｂ＆ｇプラス
ｂ＆ｇプラスの夏休みは、こども達にもスタッフにも初めての長期休みでした。有

意義に過ごすため、こども達からアイデアを集め、主体的に計画して実施しました。

遊びでは、巨大さいころを使った室内ゲームや射的大会、デイキャンプ、
風船を使ったスポーツなど、こども達が自分たちで考えた遊びを楽しみま
した。工作や料理にも挑戦し、水ボール作りやハーバリウム、たこ焼きや
ピザ作りなど、日替わりで多彩な活動を行いました。日中は熱中症対策と
して映画鑑賞も取り入れ、ゆったり過ごす時間も確保しました。高学年だ
からこそできた、充実した夏休みとなりました。

児童養護施設 大村子供の家 ～男子棟 夏の思い出～

夏休みにアイランドナガサキヘ！

この日は朝から一日中、海で思いっきり楽しみました。
海水浴はもちろん、海上アスレチックやマリン・フィールド
アクティビティにも挑戦し、普段なかなかできない体験に
わくわくした様子の子どもたち。みんなで体を動かしながら
楽しい時間を過ごしました。夕食にカレーをお腹いっぱい食
べて、その後は花火も楽しみました。
朝から夜まで海水浴やさまざまなアクティビティ、みんなでの食事、

そして花火と、楽しいことが盛りだくさんの一日となりました。普段と
は違う環境の中で、みんなで過ごした時間は、子どもたちにとっても職
員にとっても、心に残る素敵な思い出になったことと思います！


